
　　群発頭痛

　　　　診断

以下の症状を来たす発作が５回以上ある。

①　片方の目の奥が非常に激しく痛む発作が１５分～３時間続く。

　　　１．毎年のように１～２ケ月間（２週間～３か月）集中

　　　　　して頭痛が群発する。

　　　２．　毎日ほぼ同じ時刻に、１～２時間痛む。

　　　　　　（真夜中特に２時、４時、明け方に起こることが

　　　　　　　多く目覚まし頭痛とも言われる。）　

　　　３．季節的には、春と秋（３月～４月、９～１１月）に発症

　　　　　することが多く、６月が最も少ない。

　　　４．非群発期に飲酒しても問題はないが群発期に飲酒する

　　　　　と群発頭痛が簡単に誘発される。

　　　５．働き盛り（２０～４０代）の男性に多い。（男女比５：１）

　　　　女性の群発頭痛の２割に片頭痛が共存している。

　　　６．寛解期がないか、あっても１か月未満の場合を慢性

　　　　　群発頭痛という。

②　頭痛以外の症状として、頭痛と同側に以下の症状を少なくと

　　も１つ伴う。

　　　１．眼の充血　　and　/　or　　流涙

　　　２．鼻汁　　　　and　/　or　　鼻づまり

　　　３．瞼の腫れ

　　　４．眼瞼下垂　　and　/　or　　縮瞳

　　　５．発汗（前頭部及び顔面）

　　　６．顔面紅潮

　　　７．　激痛のためじっとして居られない。

　　　　　「目をえぐられるような」あるいは「目の中に火箸を

　　　　　　突っ込まれるような」激しい痛みを紛らわせるため

　　　　　　に頭を壁にぶつけたり、転げまわったりする。

③　発作頻度は２日に１回から１日８回であり、これが群発期の間

　　ほぼ毎日のように繰り返される。

　　　　片頭痛では頻度は毎日ではなく、週２回から月1回程度である。


